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フランス語導入教育の問題点と改革の試み 2010 
文学部教授 樋口淳   

 
0. はじめに、 
本稿は、3 つのパートに分かれています。 
まず１の「フランス語導入教育の問題点」と２の「到達目標の設定とその実現」は、大

学におけるフランス語を含めたいわゆる<第二外国語教育>の現状を報告したものです。 
つぎの３「CALL 教育の利用と教材の開発」と４「ごく私的な試みの軌跡」は、<第二

外国語教育>のなかで、< CALL >というコンピュータ利用システムのなかで何が出来るか

について考察したものです。ここまでは、前回の授業報告と同じです。 
私は、今回の報告に当たって５「2010 年度問題の解決」という項を付け加えました。

これは、ネット教材作成の現状と問題点について報告したものです。 
したがって、すでに前回の報告を御存知の方は、５「2010 年度問題の解決」のみ、お目

通しいただければ幸いです。 
 

1. フランス語導入教育の問題点 
 フランス語にかぎらず、韓国語であれ、ロシア語であれ「大学に入って初めて学ぶ外国

語」を教える教員は、共通の悩みを抱えています。たとえば、私の担当する「フランス語

初級構造」という文法の時間は、わずか 1 週間に 1 回の授業、それも 90分の授業が年間

に多くても 30 回、合計 45 時間しかありません。これで、発音から始めて条件法、接続法

といった非現実的な仮定や丁寧表現、話し手の願望や危惧を表す主観的な表現まで教えな

ければいけないのです。これでは、繰り返しの余裕がありません。とにかく決められた回

数の授業の中で、プログラムにしたがって必要最低限の情報を与え、理解させなければな

らないのです。 
もちろん「フランス語初級構造」は孤立した科目ではなく、１年次では運用を中心とし

た「フランス語初級基礎」が必修であり、もし希望すれば「フランス語初級会話」を選択

することもできますから、合計 135 時間程度の授業を履修することができます。 
２年次に入ると「初級構造」の延長として「中級総合」があり、「読み」「書き」「聞き」

「話す」能力のいずれかに特化した「中級演習」とペアになっています。希望する学生は、

この「中級演習」を複数履修することもできますし、「中級会話」を選択することもできま

す。 
３年次以降は、やはり選択科目として「上級演習」があるだけですが、これも複数展開

されていますから、必要に応じて履修することができます。 
さらに、春期には通常授業以外の１ヶ月の語学研修プログラムが、国際交流センターの

主催で開かれていますし、毎年５名程度を限度として、学生を１年間の長期留学生として

協定校のリヨン大学に派遣しています。語学研修のみの 6 ヶ月の中期留学も検討中です。 
私は、かつて、こうしたプログラムのもとで学ぶ学生を３つのタイプに分けてみたこと

があります。 
第１のタイプは「新しい外国語」を１年でやめてしまいます。 
第２のタイプは、海外語学研修や留学制度を活用して、きわめて積極的に「新しく始め
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た外国語」を学び、自分のものにしていきます。 
第３のタイプは、その中間で、すぐに海外に出かけて、留学や語学研修に挑戦したりは

しないけれど、「新しく始めた外国語」に対して深い関心があり、なかには検定試験を受験

して３級程度をパスしてしまう。場合によっては、学校の制度以外の語学留学に挑戦して

しまう学生です。 
いま、これを読み返してみると、少し言葉が足りなかったように思います。 
私は、フランス語の教師ですから、つい第２のタイプをよい学生で、第１のタイプの学

生は困ったものだと思いがちなのですが、それは大変間違っています。 
これら３つのタイプの学生には、それぞれ優れた学生がいます。とにかく、１年の長き

にわたって一つの授業を履修するのですから、学生がなにかをそこから学び取ることがで

きなければ、それは教師が悪いのです。 
教師は「たった１年で 90 時間（あるいは 45 時間）しか学ばなかった外国語がなんの役

に立つのだ」と開き直れる立場にはありません。 
 
2. 到達目標の設定とその実現 
 さて、それでは「たった１年で 90 時間（あるいは 45 時間）しか学ばなかった外国語」

は、なんの役に立つのでしょう。これは、けっこう根源的な問いで、「大学で学ぶことに、

意味があるか」とか、さらには「学ぶことに、どんな意味があるか」というのと同じくら

い、簡単には答えられない質問です。 
 そこで、ここではとりあえず、「語学はスキルである」という最もシンプルな地点に立っ

て（「スキルとはなにか」などという難問はカッコにいれて）、到達度を共通目標として問

題を立て直してみましょう。 
 幸い「大学で始める新しい外国語の問題」はどこの大学でも共通ですから、外部環境は

整えられてきつつあります。フランス語の場合は、「実用フランス語技能検定試験（以下「仏

検」）」が実にきめ細かい配慮を示しています。 

 まず仏検５級は、「標準学習時間：50 時間以上（大学で、週１回の授業なら１年間、週

２回の授業なら半年間の学習に相当）」ですから、セメスター制の場合でも「フランス語

初級構造・基礎Ⅰ」を修了した時点で受験可能です。 

 仏検４級は、「標準学習時間：100時間以上（大学で、週１回の授業なら２年間、週２

回の授業なら１年間の学習に相当）」ですから、１年間きちんと勉強した学生には、資格

取得が視野にはいります。 

 仏検３級は、「標準学習時間：200 時間以上（大学で、第一外国語としての授業なら１

年間、第二外国語として週２回の授業なら２年間の学習に相当）」ですから、中級履修者

が対象となります。 
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 この検定試験のレベルに、留学や語学研修のレベルを合わせます。つまり、春期の語学

研修は、１年次の修了した春に参加するのが最適ですから、秋に行われる選考試験には仏

検５級程度を基準にすればよいわけです。 

 長期の１年間留学や、今後検討されるはずの６ヶ月の中期留学には、仏検３級程度を選

考の目安にすればよいのです。 

こうしたシンプルな到達目標を設定することで、２つの大きな問題が解決できます。 

１つは、新しく外国語を学ぶ学生たちが、１年間、あるいは半年の学習で「自分たちが

どこまで到達できるのか」を明確に知ることができます。学生たちの中で、実際に仏検を

受験するものは少数ですが、その数が少しずつ増加しているのも確かです。自らの到達度

を自覚することで、次のステップの準備ができるだけではなく、他者に対して「自分のフ

ランス語のレベルは、この程度である」と説明できることもよいことです。 

到達目標を設定することの、もう１つの大きな利点は、教える側の共通理解を形成する

のに役に立つということです。現在、専修大学のフランス語教育スタッフは 24 名で、その

うち専任教員はわずか３名です。それに対して、毎年４月に新しくフランス語を学び始め

ようとする１年生は 500 名を超えます。 

大学の教員は、教育と研究のプロですが、それぞれの教員が教育と研究について持って

いる考え方や教授スタイルは、それぞれ違いますし、その違いは必ずしもマイナスではあ

りません。教員の独自性が生かされないと、よい教育ができないのです。 

しかし、「新しくフランス語を学び始めようとする１年生」は、どのクラスで勉強して

も、同じレベルの知識を身につける権利を有していることも当然の事実です。特に１年生

の「初級フランス語構造」の場合には、１年間に教授される内容が保障されなければなら

ないと思います。実用フランス語技能検定試験の５級、４級、３級というレベルの設定は、

これまで常識的に「ここまで教えればいい」と個々の教授スタッフが考えていた到達点を、

きわめてシンプルに提示し、少なくとも「ここまで教えなければいけない」という合意を

形成しやすくなったと思います。 

3. CALL 教育の利用と教材の開発 
 フランス語にかぎらず、すべての外国語教育は、伝統的には学生と教師と教室と教科書

があれば、どこでも可能です。しかし、その一方では、教育ツールのマルチメディア化が

進み、教材も教室もコンピュータのお世話になることが多くなりました。 
本学の場合も、1 号館地下には CALL と呼ばれる最新のコンピュータシステムを備えた

教室があり、2006年からは 10 号館にも外国語学習用の情報エリアが、オープンしました。

こうした新しいシステムを利用することには、常に試行錯誤がともないますが、とにかく

使ってみる必要があります。新しい CALL システムに、「新しく始める外国語」の習得を

どのように支援させたらよいのでしょうか。 
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 私は、これにも２つの方向があると思います。 
 ひとつは、学生自身の外国語学習のための自習支援です。大学で教えるあらゆる学問は、

入り口でしかなく、授業や演習で学ぶきっかけを掴んだ学生は、自分で関心を広げ、知識

を深めていかなければなりません。特に外国語の場合は、1000時間とか、3000 時間とか、

5000 時間とか言われるトレーニングが必要だといわれています。 
 これまでにも、カセットやビデオなど、新しい機器が開発されるたびに、じつに多様な

学習支援ツールが開発され、学習環境が整備されてきました。学生たちは必要に応じて、

ツールを選択し、効果的に使用してきたと思います。 
 しかしコンピュータを核とする CALL システムは、これまでの学習支援ツールを総合し、

より効果的に自主的な学習を支援することができます。授業は、1 年間にわずか 100時間

から 150 時間なのですから、これを 1000 時間から 1500 時間の学習に広げてあげる、場合

によっては遊び感覚で学べるシステムの開発が必要とされています。 
 ふたつめは、教える側の教授法の革新です。教える側の教師は、週に 1 コマか、多くて

２コマしか同じ学生の参加する外国語授業を担当していませんから、せいぜい年間 45 時間

から 90 時間の付き合いにしかすぎません。たとえば「フランス語初級構造」の授業は、ど

うがんばっても 50 時間で、教えられることは限られています。一般的には、１年間とにか

く根気よく授業を運営し、学生を励まし、これからの勉強法などを指南していれば、「よい

先生」ということで自他共に安心していられたように思います。 
 しかし CALL の時代になると、少し事情がちがってきます。もちろん、大切なのは 50

時間の生の授業なのですが、それに加えてヴァーチャルな授業支援が大切になります。ラ

イヴで行った授業のデータを蓄積して、反芻させる、あるいは予め学習させ、学習時間を

500 時間にするという可能性が生まれてくるのです。 
 こうした試みは、これまでの教科書やカセットやビデオや CD-ROM や、場合によって

は DVD という既存の媒体の組み合わせで可能ではないかという反論も、もっともですが、

CALL は少しレベルの違う問題を提起しているように思われます。その違いは、一言でい

えば「簡単だ」ということで、もう少し言えば、どこにでも持ち歩ける「ユビキタス」な

機能をそなえているということと、「コスト・パフォーマンス」がよいということに尽きる

と思います。 
 たしかに、CALL システムから発信される学習支援は、初期投資はたいへん高価なもの

になりそうです。これは、機材が高価であるということもありますが、それよりも教材の

作成に時間がかかり、一見「コスト・パフォーマンス」が悪いのです。しかし、いったん

作ってしまえば、学内のローカルネットでは、学生も教員も、誰でも利用できます。また、

もしインターネットに公開してしまえば、学外から誰でもアクセスできます。 
 従来のような教材の購入費とか、図書や資料の貸し出しの手間とか、入館時間の制限と

かが一切ない。将来、もしケイタイでアクセスできる教材が開発されれば、通学の最中に

ゲーム感覚でフランス語を勉強する学生も登場することでしょう。CALL のシステムは、

こうした様々の教材を、既存の紙媒体のものをも含めて、１つのシステムにまとめること

を可能にします。 
 これは、最終的には、学生を「授業」や「教室」に縛り付けない方向に進み、教師と学

生という「教えるもの」と「教えられるもの」との関係を根本的に変えてしまうことにも
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なりそうです。 
  
4. ごく私的な試みの軌跡 
 私は、以上のような CALL の可能性について、以前から予測していたわけではありませ

んが、1996 年 3月に「こんたくとフランス語文法」というあまり売れない教科書をつくり

ました。この教科書は、12 課からなる実に保守的なスタイルで、要するに週１コマ、１年

間でフランス語文法を一通り概観するというものです。 
 私が、この教科書に関して唯一他と違うと誇れるものは、CD-ROM の存在です。そこ

には、私が１年間で教えたいと考える内容が、すべて詰め込まれています。 
 たとえば、第５課の人称代名詞の説明と練習問題をみてみましょう。 
 

 
図１ 
CD-ROM の第５課を開くと、図１のようなページがあらわれて、肯定文の書き換えの説

明をしてくれます。もちろん、例文を読んでくれますし、単語ごとにも図２のような辞書

がついています。 
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図２ 
 
さらに、練習問題の解説もしてくれます（図３）。 

 
図３ 
この CD-ROM の次に、私が試みたのは、OPUS という優れた問題作成ソフトを利用し

て、インターネットのサイトを開くことです。 
http://www.isc.senshu-u.ac.jp/~thb0309/Contact/IndexContact.html 
というアドレスをクリックすれば、大学からでも、自宅からでも図４のようなサイトに

たどり着くことができます。 
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図４ 

 このサイトでは、授業で行う練習問題が、多少の技術的制限はありますが、ほとんどす

べて書き込み式で予習・復習できます。 
 同じ第５課の人称代名詞の練習問題を開いてみましょう。図５のように空欄に答えを入

れてみます。 

 
図５ 
そうすると図６のように、採点して、正解を表示してくれます。 
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図６ 
 このサイトでは、各課で学ぶ語彙のチェックを、やはり書き込み式でおこなうことがで

きるようになっています。 
 
 以上２つの試みは、実は CALL というシステムの外で行われていることでした。もちろ

ん、この２つのタイプの教材を CALL 教室のコンピュータで学生個人にためさせたり、プ

ロジェクターで映し出して解答を示したりすることはできます。しかし、それではまだシ

ステムの内部に十分に参加しているとはいえません。 
 そこで、私が 2005 年から旧システムのなかではじめたのは、外付けのサーバーを CALL
システムにつないで、ローカル・ネットワークで学習する学生たちの学習記録をとれるよ

うにしたことです。 
 作業自体は、きわめて単純で、インターネットで公開していた OPUS の教材を、そのま

まローカルネット用に改変し、学生たちが ID とパスワードを使用してサイトにアクセス

することができるようにしただけです。 
 しかし、この単純な作業によって、授業時間帯に学生たちが、いちいち黒板まで出てき

て練習問題を書かなくてもすむようになりましたし、予習してきた一部の学生だけではな

く全員が参加するかたちの授業が可能になりました。 
 また、授業時間以外の時間帯にも、学生たちがこのプログラムにアクセスして予習・復

習をすれば、教師はそれをチェックできます。 
 なんだか、オーエルの『アニマルファーム』を外国語学習に引き写したようなディスト

ピアの印象もないわけではありませんが、それも使い方次第だと思います。 
以上は、私が 2006 年９月までに行った、旧 CALL システム内部での試行錯誤ですが、

つぎに 2010 年４月以降の新しい状況についてお話ししたいと思います。 
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5. 2010 年度問題の解決 
5-1 ウインドウズ７の登場 
 2010 年 4 月に直面した大きな問題は、ウインドウズの OS が Vista から７に進化したこ

とです。OS という商品の変化によって授業の運営が左右されるというのは情けない話で

すが、私が共同開発した CD-ROM が７のパソコンでは起動しなくなってしまったのです。 
従来から、多くのエンド・ユーザーが経験してきたとおり、OS の進化にともなって

CD-ROM 作成ソフトが進化し、従来ヴァージョンのソフトで作成された CD-ROM が起動

しなくなることは一般のことです。しかし私のように貧しい零細以下のソフト製作者にと

って、これは致命傷なのです。 
とくに私たちの大学では、2010 年 4 月から学生達の使用する情報科学センターの 1500

台ほどのパソコンがすべて OS７に進化しまいました。 
そこで、私は二つのことに着手しました。一つは、当然のことながら DD-ROM のリニ

ューアルです。 
 幸いなことに、15年以上前にこの CD-ROM の開発に携わってくれた開発パートナーが、

昔の友を見捨てずに努力を重ねてくれたおかげで、2011 年 1 月 2 日にようやく新しいプ

ログラムが完成し、私は 1 月 7 日締め切りのこの原稿執筆に着手することができました。

「なんだそうだったのか、それほど悩むことはなかったんだね」というお叱りを受けそう

ですが、この問題が解決しなければ、2011 年度の授

業展開はまったく変わったものになってしまってい

たはずです。実際は、まさに綱渡りの連続でした。 
5-2 ネット授業 Contact Direct  
 私が手がけた二つ目の作業は、CD-ROM が使用

できなくなった場合を想定した、インターネットで

の授業サポート強化ですが、この企画は「CD-ROM
が使えないなら、授業をまるごとネットで流してし

まえ」という、いつもの通りの安易な発想に支えられています。  図 7 
 私は、まず図４のマルチメディアふらんす語教室のページに「Contact Direct」という

ボタンを付け加えることから始めました。（図７） 
 そしてこのアイコンをクリックすると、図 8 の Contact Direct フランス語レッスンの

ページが表れるようにリンクをはりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図８） 



 10 

 
このページの下には、図 9 のような各課ごとの目次がついています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図９） 
 

 
 

この目次のたとえば「第６課の授業」を開くと、図 10 のように「形容詞と副詞の比較

級」「最上級の作り方」「量を表現する副詞」「形容詞の一致の例外」「男性第２形をもつ形

容詞」という６つのテーマが下位区分として登場します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 10） 

 
この目次から、たとえば「形容詞と副詞の比較級」の項をクリックすると図 11 のよう

な場面が現れて、CD-ROM の画面の背後から私の説明の音声が流れてきます。 
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（図 11） 

 
 私が、このビデオ・クリップを作成するのに用いたのは LL 研究室の教材作成ソフト「ス

トリーム・オーサー」です。 
 
私は、すでに 2006年 12 月のワークショップの折に、このソフトを利用して教材を試作

したことがあります。その時は、ビデオカメラを利用して、私自身がリザとガスパールと

いうキャラクターとともに登場し「今日は、フランス語の発音について勉強しましょう」

という具合に教材の趣旨から説明しています。（図 12） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図 12） 
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つぎに、今回と同じく CD-ROM を操作しながら、フランス語の発音について、導入的

な説明をして、音声のみで説明しました（図 13） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 
 

そして最後に、もう一度、ビデオカメラに向かって、フランス語の発音について授業で

行うのとほぼ同じ程度の説明を行いました。 
「ストリーム・オーサー」は、この程度のことが簡単に出来てしまう優秀な教材作成ソ

フトなのですが、今回、私自身の登場を断念した最も大きな理由は、図 12 のように私が

まったく魅力のないキャラクターだからです。 
教室とちがって、ネットで展開される授業には、少なくとも「ハーバード白熱教室」の

サンデル先生のようなカリスマ性か、さもなければ魅力的なアシスタントの協力が欠かせ

ません。私は、テレビの放送大学の授業をよく聞きますが、だいたい途中で飽きてしまい

ます。ラジオの放送大学のほうが、ずっと面白いのです。 
テレビのように映像がともなう場合は、映像によってさまざまなデータを提供できます

から、ラジオに比べて情報量が豊富で面白いはずなのですが、テレビ版の放送大学は退屈

です。 
せっかく画面上に面白い情報を提示しても、その前後に「先生」が長々と登場して、情

報の鮮度を落としてしまうことが少なくありません。そこへいくと、ラジオの場合、先生

は徹底して「情報の黒子」「かくれた情報提供者」として身を隠すことができる、という利

点があります。映像による情報提供には、それにふさわしい演出が必要なのであり、サン

デル先生の陰にも、実はたくさんのスタッフが働いていたはずです。 
そこで今回、私は CD-ROM の映像のうしろにすっぽり隠れることにしました。そうす

れば、視聴者は必要な情報を映像で確かめながら、同時に音声によって情報を捕捉するこ

とができるはずです。サンデル先生のようなカリスマ性も知名度もなく、魅力あるアシス
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タントや有能な演出スタッフを雇うお金もない私は、春休みと夏休みに 1 号館地下の要塞

のような LL 教室にたてこもるだけで、10 課分の録画を終えることができました。あと２

課で完成です。 
もちろん、このチョー地味な作業の遂行のためには、「ストリーム・オーサー」の操作は

おろか、LL 教室のパソコンの仕組みにまで不案内な私が、LL 教室の有能で寛大な事務ス

タッフの援助に支えられたことは、いうまでもありません。 
 

5-3. 残された課題 
以上が、私のフランス語授業の現状報告なのですが、「CD-ROM が使えないなら、授業

をまるごとネットで流してしまえ」という、例によって軽い気持ちで始めた作業の遂行の

上で、気がついた幾つかの問題に触れてみたいと思います。これは、現在の本学の環境で

ネット教材を作成してみようと考える教員なら、誰でも直面するに違いない問題だと思い

ます。 
5-3-1 教材作成室の問題 
今回の教材作成にあたって、私は 1 号館の LL 研究室の D 教室を利用して教材を作成す

ることができました。しかし、この教室は「ネット教材作成専用」ではないために、授業

のある時間帯は利用できないという問題点があります。春夏の休暇期間を除いては、LL
教室は授業でほぼ満杯ですから、教材作成はその合間をぬった<季節労働>に頼らざるを得

ないのです。 
今後、もし多くの先生方がインターネットを利用して研究・教育の成果を公開しようと

なさる場合には、「ネット教材作成室」あるいは「コンテンツ作成室」が必要とされるでし

ょう。しかし、そのために大きな教室は必要ないと思います。当面は、予約によって 3 時

間程度の連続利用が補償される、20 平方メートル程度のスペースが１つあれば十分ではな

いでしょうか。 
5-3-2 教材作成ハードウェアの問題 

この「ネット教材作成室（仮称）」のためには、当然のことながらコンピュータなどの教

材作成のためのハードウェアが必要とされます。しかしこれも、初期的には、情報科学セ

ンターで使用されているようなごく一般的なコンピュータと、比較的性能のよいマイク、

および市販のビデオカメラ 1 台があれば足ると考えられます。 
5-3-3 教材作成ソフトウェアの問題 

3 番目は、ウェブ教材作成のためのソフトウェアの問題です。ちなみに、今回私は、LL
教室に導入されている Cyber Link 社の教材作成ソフト Stream Auther3.5 と 0PUS を使

用しました。いずれも 5 年以上前に作成されたソフトであり、現在では、更に廉価で、使

い勝手の良いものが出来ていると思われます。ネット教材作成が「あたりまえ」になりつ

つある昨今では、共同利用可能な手ごろなソフトが簡単に調達できるはずです。 
5-3-4 教材公開用サーバーの問題 
最後に、作成されたネット教材（コンテンツ）を公開するためのサーバーの問題が残り

ます。私は、「マルチメディアふらんす語教室」の公開のために、ある時期まで情報科学セ

ンターのサーバーのみを利用してきましたが、情報科学センターの規定では教員に個人的

に割り当てられた容量は 2 ギガまでで、それ以降は 1 ギガごとに申請が必要で、しかも有
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料となります。 
私は、現在、情報科学センターにお願いして 1 ギガを増設し、合計 3 ギガを利用してい

ますがほかにも科研費で作成した「研究成果公開」などの作業もあり、「Contact Direct」
の公開のためには容量が不足し、LL 研究室のサーバーを併用させていただくこととしま

した。しかし LL 研究室のサーバーの使用にも上限があります。 
私のケースは、一つのサンプルにすぎませんが、今後、教員がネット教材を作成し、イ

ンターネット上に公開することが進めば、同じ問題が繰り返されます。こうした場合に備

えて、情報科学センター等に「ネット教材公開用サーバースペース（仮称）」を整備し、作

成されたネット教材の性格を、ある基準を定めて審査した上で、無料でサーバー使用を許

可し、アップロードと公開の許可を与えることが必要とされると考えます。 
 
 20 世紀の終わり頃、協定校のネブラスカ大学の経営学部を訪ねた私は、ネット教材作成

用のスタジオを見学させていただいたことがあります。当時は、それが最先端だったらし

く、案内してくれた先生方も誇らしげでした。しかし私はその施設のあまりに手軽な作り

に驚いた記憶があります。まるで中学や高校の放送室のようなガランとした部屋に机とマ

イクとビデオカメラがあるだけで、コンピュータも市販のものが一台、その辺にポンと置

かれていただけだったのです。専修大学 LL 教室のマスター・コンソールつきの立派な施

設になれた私の目には、簡略すぎるように思われました。 
しかし今になって考えると、それでよかったのだと思います。何もかもそろった重装備

の施設を業者に頼んで作ろうとすると、時間とお金がかかります。しかし必要なのは、発

信する教材の質と量と、作成のスピードです。あまり施設が立派だと、教材作成にも、ま

ずマニュアル読破から始めなければならないでしょう。私のようなアナログ人間には頭の

痛い話です。 
おそらくは、ネブラスカ式の手づくりの方が、手早く、使い勝手もよく、利用率も高ま

るに違いないと考えるのですが、いかがでしょうか。 
 

 


